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心理社会的な要因が疾病や健康に影響する
−  ヘ ルスリテラシー の 大 切さ  −

今年度の詳細三次調査がスタートしました。今年度の詳細三次調査がスタートしました。
　令和3年度より東北メディカル・メガバンク計画の第3段
階が開始し、詳細三次調査がスタートしました。
　今年度は、昨年度の調査実施会場3か所（宮古サテライ
ト・釜石サテライト・気仙サテライト）に加え、久慈サテ
ライト・矢巾センターも開所し、県内全5か所にてサテラ
イト型健康調査が行われています。
　引き続き、皆さまのご理解・ご協力をお願い致します。

健康調査実施状況／
メガバンク事業が目指すもの
　　　　　−産学連携の視点から−・・・・・・ P2
「血管内皮機能とは？
・・血管内皮と脳卒中の関連について」・・・・・・ P3
「心理社会的な要因が
・・疾病や健康に影響する
　　　−ヘルスリテラシーの大切さ−」・・・・ P4
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　健康には、年齢や性別、生活習慣といった個人レベ
ルの要因だけではなく、ストレスや教育、社会的なつ
ながりといった心理社会的な要因も大きな影響を及ぼ
す事が指摘されています。
　健康格差をうみだすこれらの要因は「健康の社会的
決定要因（Social determinants of health, SDH）」と
呼ばれています1。
　世界保健機関（WHO）では SDH を 10 項目に分類
しており（図 1）、各項目に共通するキーワードとして「貧
困」があります。
　WHO は、「貧困など社会経済要因による不平等を改
善する行動を世界的に行う必要がある」と提唱してお
り2、日本でも近年になって SDH の考え方が注目され
ています。

　図 1 のような要因のことをストレッサーと呼びます。
いずれの要因も、度を超えてしまうことでストレスが
生じてしまい、こころやからだ、そして行動に反応が
起こります。その状態が長引いた時にうつ病や心血管
疾患など様々な疾患の発生につながると考えられてい
ます。
　皆さまにご協力いただいておりますメガバンクの健
康調査の結果からも、社会的なつながりと抑うつ症状
や死亡リスク3,4、災害によるストレスと認知症リスク5

というように、心理社会的な要因と健康との関連が少
しずつですが明らかとなってきています。

　心理社会的な要因と健康の関係を知り、健康格差を
なくすために、私たち一人ひとりができることの一つと
して、ヘルスリテラシーを高めることが挙げられます。
　日頃から、健康や医療について正しい情報にアクセ
スし、理解して活用する力を身に着けることで、病気
の予防や健康維持などの判断や意思決定ができるよう
になり、自分自身の健康を守ることができるようにな
るのです。
　ヘルスリテラシーを高めるためのポイントは、①知
る、②調べる、③相談力の３点です（表 1）。

　皆さまの健康づくりの一助として、メガバンクの健
康調査がお役に立てば幸いです。

執筆：IMM臨床研究・疫学研究部門 事崎由佳
監修：　　　　同　上　　　部門長 丹野高三

［出典］
1． WHO健康都市研究協力センター他.(2004).「健康の社会的決定要因 確

かな事実の探求」（第二版）.
2． WHO.(2008).Closing the gap in a generation: health equity 

through action on the social determinants of health: final report 
of the commission on social determinants of health.

3．Kotozaki et al.,(2021). BMC Public Health, 925.
4．Kotozaki et al.,(2022). IJERPH, 4343.
5．Chiba et al.,(2024). GGI, 14867.

図 1　WHO における SDH の 10 分類

表 1　ヘルスリテラシーを高めるポイント

久慈サテライトスタッフ



血 管 内 皮 機 能 と は ？  
血管内皮と脳卒中の関連について
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　みなさん気になる血管年齢ですが、これは動脈
硬化の程度となります。血管年齢が高くなれば心
血管疾患（心筋梗塞、大動脈解離、脳卒中）の発
生率が高くなることが知られています。では、動脈
硬化とは一体どういった流れで発生してくると思い
ますか。正常な血管から急に動脈硬化に発展して
しまうのでしょうか。

　動脈硬化、つまり血管が硬くなってしまう前に、
すべての動脈で血管内皮障害が発生します（図 1）。
動脈の最も内側を血管内皮と言います。血管内皮
は、血管を縮こめ重要な体の臓器に血液を送ったり、
血管を広げ血圧を上がりにくくします。つまり血管
内皮に障害が生じると、血圧が高くなったり、低く
なったりしやすく、最大血圧と最小血圧の幅が広
くなってしまうことが知られています。今回東北メ
ディカル・メガバンク計画では、血管内皮機能を血
流依存性血管拡張：Flow Mediated Dilatiion（FMD）
という血管内皮機能を数字化する装置を用いて検
査しています。このデータを用いて血管内皮障害の
程度と脳卒中発症率の関連を評価したところ、血管
内皮障害がある方は、将来の脳梗塞の発症率が高
いことがわかりました（図 2）。

　ここで非常に重要な点は、血管内皮障害は改善
させることが出来るのか、という点です。動脈硬化
が進行した血管は残念ながら元通りの血管に戻る
ことはありません。しかし、血管内皮障害の段階で
あれば、生活習慣の是正や薬物治療で機能を改善
することが可能と言われています。

・血圧、コレステロール、血糖コントロールを行う
・適度な運動を継続する
・禁煙（内皮機能を低下させる最も強い要因）

　血管内皮に影響を与える大きな要因として、喫煙・
血圧・コレステロール・血糖・運動習慣が知られて
います（表）。特に喫煙は血管内皮に非常に悪影響
を与えます。これは受動喫煙（副流煙）であっても
同じです。喫煙している方だけでなく家族も含めて
禁煙を行うことで血管を助けることができます。血
圧、コレステロール、血糖も血管内皮にとっても重
要な因子です。血管年齢が正常の方でも、今喫煙し
ている方、高血圧・脂質異常を放置している方は、
血管内皮機能が障害されている可能性が極めて高い
です。残念ながら血管内皮を評価できる医療機関は
少なく、定期的に調べることは難しいのですが、禁
煙・血圧・コレステロール・血糖管理を行うことが
出来れば血管内皮機能の改善が期待できるため、ぜ
ひ脳卒中予防のために生活習慣を見直しましょう。

執筆：IMM 臨床研究・疫学研究部門　那須崇人
監修：　　　　同　上　　　　部門長　丹野高三

図 2　血管内皮障害の有無別にみた脳梗塞の発症率

表　血管内皮機能を改善させる習慣・治療

「 Numazaki H, Nasu T, et al. Int J Cardiol Cardiovasc Risk Prev 
2023;19:200216」より作図

健康調査の様子

Q.　働こうと思ったきっかけ、感想を教えて下さい！
A.　私は事業所の保健師としての経験が長く、嘱託医
の岩手医科大学の先生方にお世話になりましたので、
そういった経験もメガバンク事業に携わろうと思った
きっかけです。日本でも有数の大規模な研究に関わら
せていただいて、やりがいを感じています。沿岸出身で、
被災地のいろいろな状況を見てきたので、少しでも還
元できればという思いをもって働いています。現在は
内陸に住んでいますが、沿岸地域を応援したいという
思いで事業に携わっております。

矢巾センタースタッフ
千葉　祥子さん
（勤続1年目）

2.7

11.2

血管内皮障害なし 血管内皮障害あり

脳梗塞の発症率
（人口1000人当たりの1年間の発症率）

「Numazaki H, Nasu T, et al. Int J Cardiol Cardiovasc Risk Prev 2023;19:200216」より作図

スタッフ
インタビュー！

図 1　動脈硬化発生の流れ


